
 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年度のスタートにあたって 
 

今年の春は桜の開花が遅れ、久々に入学式が桜爛漫の中で行われました。ピカピカの新入生が真

新しいランドセルを背負い、保護者の方と楽しそうに桜の下を歩いている姿を目にされた方も多い

かと思います。地球温暖化の影響でいつの間にか桜が三月の風物詩になっていましたが、やっぱり

桜は四月が似合うなと改めて感じました。 

今年度の生涯学習大学には過去最高の８６６名の方々にお申込みいただきました。新型コロナ禍

前の令和２年度が５８０名でしたので３００名近くの増加です。ここ三年間でも、令和３年が６８

１名、４年が７０７名、５年が８１４名で、コロナの影響下にも関わらず、段々と活動の輪が拡がっ

ています。みなさんの生涯学習熱の高まりを感じております。 

と同時に、会場の確保や人数制限で抽選になってしまい、受講できない方が生まれていることに

課題を感じています。人気が集中した講座についてはできる限り次年度以降も継続し、残念な思い

をされた方々の学習欲求を充たしていきたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

今年度の申込み状況を概観してみましょう。看板講座として継続開催している松山大学公開講座、

日本文学講座、新居浜高専市民講座、科学博物館講座、人生百年健康に生き抜くための医学講座は堅

調でほぼ定員充足でした。懐かしの心の唄講座、大人の日本史講座は１００名を超え、別子銅山学習

をはじめとするふるさと学も盛況でした。ＮＨＫの朝ドラ実現を目指している新幹線の父、十河信

二氏の事績を学ぶ講座や生きていくための知恵を習得する講座も人気でした。自然に関する学びや

身体を動かす講座、誰かとつながるための対話型の学びも定着してきました。色々な活動にチャレ

ンジする“ 学んでマナビィ”の講座もいつの間にか５２コマとなり、これまでやったことのなかった

新しい分野に挑んでみようという知的好奇心を満たす学びが展開されています。 

今年一年、皆さんと共に“ 学びの楽しさ」を追求していきましょう。誰かとつながり、かかわりを

つくることで新しい世界に出会うことができれば何よりです。どうか、今年もよろしくお願いいた

します。 

なお、申し込みを忘れていた方も下記の講座はまだ受け入れが可能です。個別の聴講も受け付け

ていますので、事務局にご連絡下さい。 

 

 

 

≪受講・聴講の申込み方法≫ 

・講座 3 日前までに生涯学習センターに電話（33-2991）し、予約してください。 

・先着順になります。なお、定員を超えた場合はお断りすることがあります。 

・申込時間 平日 8：30 ～ 17：15 
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～受講・聴講可能講座～  ※聴講券は 1 枚３００円です 

 

●新居浜高専市民講座  ●科学博物館講座  ●SDGｓから考える地球環境問題  

●新しい学びのすゝめ～放送大学という大学～  ●へんろ学と郷土物語 

●人間学講座～『金剛般若心経密経』を読む～  ●懐かしの心の唄講座 

●けん玉遊び                 ●日本文学講座（聴講のみ） 



 

 

 

 

 

 いつも生涯学習大学での学びをサポートしてくださる“まなびすと”（スタッフ）に、今年度

より加わっていただいた 4 名の皆さんをご紹介します。 

 

 初めまして、NPO 法人にいはまグローバルネットワーク須原です。当団体

は、2018 年、ESD を軸とした活動を実施して参りましたが、昨年新居浜市

SDGｓ推進プラネットフォーム分科会開始にあたり、社会面（アートフェス

ティバル） ・環境面 （プラリサイクル）の地域課題解決を図る活動を推進して

います。本年 1 月 NPO 法人の登録申請を完了し、新しいスタートラインに

立ったところです。私自身は、昨年秋、収益重視の会社員生活を終え、社会課

題解決に寄与すべく、学び直しの一環として当センターや愛大地域創生イノ

ベーター講座等に参加し、新たな視点での学びの重要性について再認識しま

した。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

   

「体の健康は心の健康につながる」体調不良で家に閉じこもり気味でした

が友人が運動や生涯学習大学の講座を勧めてくれました。生涯学習大学の講

師の方達のお話はわかりやすくて楽しく学びながら知識を得ることができ

ました。生活にも取り入れ気持ちも前向きになりました。今年度も興味深い

講座がたくさんあります。学ぶ喜び、受講生の方達との出会いにワクワクし

ています。よろしくお願いします。   

 

 

 自由人になって 3 年。毎年 10 以上の講座を受講させて頂きました。特に

絵を描くことと細かいことは、最も苦手としていたもので長年それから遠ざ

かっていましたが、この機にチャレンジしようという気持ちになり、いくつ

もの講座を受講させて頂きました。それまでと違い『自ら求めて学ぶことの

楽しさと充実感』を感じさせて頂いた日々でした。この度、生涯学習の楽し

さと素晴らしさを 1 人でも多くの方に実感して頂きたく 『まなびすと』のお

役を引受けることと致しました。どうぞよろしくお願い致します。 

 

   

今年度から「まなびすと」として、参加させて頂くことになりました、

後藤田澄子です。講座を受講中に職員の方からお話を頂き、私にできるの

だろうかと不安いっぱいでしたが、これもチャンス。いろんな体験、経験、

学び、そして人との出合い。これが最後のチャレンジする機会と思い、お

引き受けすることにしました。私なりにがんばっていきたいと思っており

ますのでよろしくお願いします。 

 

 

まなびすと（スタッフ）さん 自己紹介 

須原 寛 

合田 麗美 

今井 基博 

後藤田 澄子 



 

障がい者の生涯学習の目指す姿を学ぶ 

（和歌山県紀の川市ゆめやりたいこと実現センター訪問） 

                               齋藤 ミヤ 

過日和歌山県紀の川市粉河の旧山崎邸を訪れ、障がい者の生涯学習に関する研修に参

加した。この山崎邸は大正六年に棟上げされた銘木の古民家で、建物の内部は天井、廊

下などどこを見ても細やかな細工は目を見張るものばかりで、その時代の繁栄を物語っ

ていた。 

現在、この建物は 「学び合う、そして創り合う」というテーマのもと 「ゆめ・やりたい

こと実現センター」と銘打って活動している。その趣旨、目的は障がいのある人や様々

な困難を抱える人などの 「生きる」と 「活きる」を膨らませて、みんなの 「ゆめ」や 「や

りたいこと」を実現しようとするセンターとなっている。「生きる」（衣食住働）が保障

されるだけではなく、「活きる」（学び・活動 ・役割）が保障される社会の実現を目的に

活動しているのだ。 

このセンターで働く人たちは非常に熱心で、皆明るい笑顔が絶えない。その中で特に

私が感動したのが障がいを持った青年Ｍさんでした。彼は「同じ障がいがある人と悩み

を共有したい。もっと自分の気持ちを表現したい」と思っていたが、センターに参加し

てから心を開き「自分一人だけが悩んでいるのではなかった」と感じ、共感してくれる

仲間との出会いで安心感が生まれたそうである。それから自分が好きなウクレレを熱心

に習い、講師も驚くほどの美しい音色を奏でるようになり、ついに助手を務めるほどに

成長したそうである。 

最後に彼は「自分もみんなの役に立てたことが何より嬉しく楽しかった。みんなと違

う自分は、存在価値はあるのだろうか」と随分苦しんだそうだが、センターに来てみん

なの前で話せるようになり、受け容れられ共感してもらえるようになったと話された。

自分の胸の内にある悩みや不安を一人で悩まないで、みんなの前で吐き出し聞いてもら

うことで気分がすっきりすることに気付き、傾聴の効果である自己肯定感も高まったと

思う。彼の表情を見ていると非常に明るく周囲の人たちを楽しい気分に巻き込んでくれ

る。 

もう一つ素晴らしいと思ったことは「夕刻のたまり場」のことである。様々な障害の

ある当事者が自分の人生の主人公になるよう、やりたいことをみんなで創る活動として

➀夕刻のたまり場②やりたいこと講座③つぶやきサポート④逸材発掘、人材バンクの四

つの大きな柱で展開している。それぞれが仕事の帰りに立ち寄り、今日あったことや嬉

しかったことなどゆっくり話をする居場所であり、また愚痴や困りごとをつぶやくこと

で、共に生きる「なかま」として分かち合い相談できる場として活動していることが大

変斬新的な考え方だと感心した。自分に興味があり、やってみたいことがあっても、一

人ではできないこともあるが、仲間と相談し、協力し合って学んでいく内に実現するこ

ともある。このようにたまり場として 「ほっとする居場所」があったからこそ、皆が安心

して共に学び合う場として成功しているのだろう。 

障がいのある人の人生が豊かになる生涯学習を、地域全体で協力し、支え合わなけれ

ばという使命感を存分に感じさせられた。素晴らしい息吹を吹き込んでくれた学びの場

に感謝したい。この感動を少しからでも実践する者となりたい。 

 

 



 

 

 

※◎がついている講座は受講・聴講可能講座です。（日本文学は聴講のみ） 

日 曜 講座名 回 テーマ 時間 場所 

1 土 

◎ＳＤＧｓから考える… 1 ＳＤＧｓの現状  9:30 生涯学習センター研修室 

海外にルーツを持つ児… 1 新居浜の現状、教材・指… 13:30 生涯学習センター第２研修室 

絵手紙を楽しもう 2 初夏の花を描こう 13:30 生涯学習センター研修室 

3 月 
Ｍ 硬筆Ａ － 鉛筆で書く「住所書き基… 10:00 生涯学習センター研修室 

Ｍ 硬筆Ｂ － 鉛筆で書く「住所書き基… 14:00 生涯学習センター研修室 

4 火 おとなのための絵本… 1 じゅんびはいいかい？ 13:30 生涯学習センター研修室 

5 水 
新・雑談しま専科 1 もしものことを考えよう  9:30 生涯学習センター研修室 

◎新しい学びのすゝめ… 1 放送大学という学びのシ… 13:30 生涯学習センター研修室 

6 木 
軽スポーツをやってみ… 1 軽スポーツへの誘い 10:00 生涯学習センター研修室 

Ｍ 虫よけトンボ － 話題の「虫よけオニヤン… 13:30 生涯学習センター研修室 

7 金 メンズ・キッチン 1 初夏：新にんじんを使っ… 10:00 ふれあい調理実習室 

8 土 
新居浜高専市民講座 2 原子レベルでみる材料の…  9:30 新居浜高専視聴覚教室 

松山大学公開講座 1 リスクコミュニケーショ… 13:30 生涯学習センター研修室 

10 月 
◎人間学講座「金剛般… 1 初期仏教の教え  9:30 生涯学習センター研修室 

健康いきいきライフ 1 あ・い・う・え・おライフ 13:30 ふれあい多目的アリーナ 

11 火 Ｍ かまぼこ板 － かまぼこ板に絵を描いて… 13:30 生涯学習センター研修室 

12 水 
◎懐かしの心の唄講座… 1 童謡、唱歌、ラジオ歌謡… 10:00 文セン別館中ホール 

人生百年 健康に生き… 1 脳卒中にならないために 14:00 文セン別館視聴覚教室 

13 木 
Ｍ 革細工初級Ｂ － 本革で小物入れ 初級Ｂ  9:30 生涯学習センター研修室 

別子銅山の歴史をたどる 1 別子開坑 13:30 生涯学習センター研修室 

14 金 
おとなのマナー講座 1 フランス料理のテーブル… 11:00 現地・その他 

超入門ハングル講座 2 ハングルの仕組み 14:00 生涯学習センター研修室 

15 土 Ｍ フレームアレンジ － プリザーブドフラワーと… 13:30 生涯学習センター研修室 

18 火 Ｍ 水引きアクセサリー － 水引のアクセサリーを作… 13:30 生涯学習センター研修室 

19 水 
◎けん玉遊び 1 けん玉に親しもう 10:00 文化振興会館第５研修室 

賢い生活者になるため… 1 悪質商法・振り込め詐欺… 13:30 生涯学習センター研修室 

20 木 科学博物館講座 2 あなたの身近で大活躍！… 10:00 科学博物館第１研修室 

21 金 新居郡の歴史～新居浜… 1 新居郡の縄文・弥生時代 10:00 生涯学習センター研修室 

22 土 松山大学公開講座 2 中国経済の成長と課題 13:30 生涯学習センター研修室 

23 日 ”てつがくカフェ”… 1 ひきこもり・生きづらさ… 13:30 生涯学習センター研修室 

25 火 
◎へんろ学と郷土物語 1 その時長崎奉行が動いた…  9:30 文セン別館視聴覚教室 

暮らしに生かす書道教室 2 不祝儀表書き 13:30 生涯学習センター研修室 

26 水 今日から始める介護予防 1 もしものときを考えよう 13:30 生涯学習センター研修室 

27 木 軽スポーツをやってみ… 2 ボッチャ 10:00 現地・その他 

28 金 
Ｍ 本革ペンケース中級 － 本革でペンケース 中級  9:30 生涯学習センター研修室 

超入門ハングル講座 3 読んでみよう、書いてみ… 14:00 生涯学習センター研修室 

29 土 日本文学講座 2 「うひ山ぶみ」を通して… 13:30 文セン別館視聴覚教室 

※警報や災害・講師の都合などで 
日程を変更することがあります。 


